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〔出品リスト〕

今回は、「蔦重」こと蔦屋重三郎の生きた時代と街の本屋としての活動に焦点をあ
てた展示です。蔦重が生まれ育った江戸 新吉原、戯作や狂歌の作者たちとの交流、
彼が才能を見出して世に出した絵師などについてわかりやすく解説します。また、
古典芸能研究センターの蔵書を中心に、蔦屋重三郎（初代から四代目まで）が出版した
さまざまな和書も紹介します。

なお、本展は今秋開講のオープンカレッジ特別講座「蔦屋重三郎とその時代」の
関連展示です。昨年度に続き、本学文学部史学科「博物館実習」の受講生（４回生）
が、学外実習の一環として展示の一部を担当しています。



- 2 -

はじめに ―蔦屋重三郎について―

「蔦重」こと蔦屋重三郎という人物は、いまＮＨＫ大河ドラマの主人公として注目を集めています。

彼は吉原で小さな本屋を始めて、一代で江戸を代表する地本問屋（草紙類・浮世絵などの娯楽本を
じ ほ ん

出版・販売する本屋）になり、書物問屋（学術的な書物を扱う本屋）となりました。天明期を中心に

安永から寛政にかけて、文芸史上あるいは印刷・出版史上に特筆されるべき数多くの出版物を手がけ

ています。江戸のいわゆる「天明文化」の大きな部分は、彼によって作り上げられた、あるいは彼の

演出が施されたものであると言っても過言ではないでしょう。彼は、時流を見極め、時代を主導する

卓越した才能の持ち主でした。店の経営は、特に寛政半ば以降は決して安穏とは言えませんでしたが、

そんな中でも、戯作・狂歌などの洒落た文芸に係わる店のイメージを保持しつつ、その一方で書物類

の大きな事業を画策していました。彼の思惑通りに草紙類・書物が全国的に新しい展開を迎えるのは、

没後のことでした。

従来、蔦谷重三郎（以下「蔦重」）は、主として浮世絵師の喜多川歌麿や東洲斎写楽を世に出した人

物として知られていて、それ以外で詳しく語られる機会は稀でした。しかし、彼の活動は実に多岐に

わたっていて、若い頃から世相を敏感に感じ取り、様々な試みをしています。昨今、「コンテンツビジ

ネスの風雲児」「稀代の名プロデューサー」などと称される所以です。

とりわけ注目されるのは、彼の作り出した文化的ネットワークとでもいうべきものでしょう。吉原

に生まれ育った蔦重は、様々な階層の人間と係わり、場を共有していく中で、世の中を見据えていま

した。そして、面白そうなもの、皆が関心を持ちそうなもの、流行りそうなものを見出し、かたちに

してビジネスとして成立させていきます。そうした蔦重の活動によって、例えば、詠み捨てで楽しま

れていた狂歌が「本」に仕立てられ、さらに美しい多色刷りの絵入り豪華本まで刊行されることにな

りました。

そんな彼のネットワークの様子は、前掲の『吉原大通会』にも窺われます。蔦重は大田南畝（狂歌
おお た な ん ぽ

を読む時の狂名は四方赤良）や朱楽菅江（それぞれ前掲図の③・⑤）をはじめとする文化人をしばし
よ も の あ か ら あけらかんこう

ば吉原に招き、大文字屋（主人は狂名「加保茶元成」、前掲図の⑫）や扇屋（主人は狂名「高見棟上」）
か ぼ ち ゃもとなり たかみのむねあげ

といった一流の妓楼（＊当然のことながら吉原の狂歌

グループ「吉原連」とも縁が深い）に招き、宴を開い
れん

て、その交流のなかで多種多様な企画を進めていたと

も言われています。蔦重自身も狂名を「蔦唐丸」と名
からまる

乗る狂歌師仲間の一員であり、同時にこの交流による

ビジネスチャンスを逃がさず、稀代の版元に成長して

いきます。

以下、蔦重とその仲間たち、そして彼らの文芸活動

と蔦重の出版活動を見ていきましょう。はじめのコー

ナーでは、蔦重の関係略年譜を掲げ、蔦重の出版物と

ともに、大田南畝関係の資料を展示しました。続くパ

ネルのコーナーでは、蔦重が生きた時代について、そ

して狂歌・戯作・浮世絵・吉原の順に、セクションに

分けて解説します（パネルのセクションタイトルデザ

イン：稗田 芽依）。併せて、蔦重とゆかりのある絵師

や作家たちの係わった出版物も展示しています。

「板元 蔦唐丸」の口上
（山東京伝『箱入娘面屋人魚』寛政３年 (1791)刊より）
国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/9892706
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１ 吉原細見
よしはらさいけん

刊 中本１冊

寛政３年（1791）春 蔦屋重三郎刊

本資料は寛政３年春版で、序文は黄表紙・洒落本作者の山東京

伝。『吉原細見』は、吉原遊郭内の遊女屋とそのお抱えの遊女の名

前・料金を吉原の地図上に示し、茶屋や芸者、船宿の一覧なども

付載した、いわば街歩きガイドブックである。遊女の異動を反映

するために、年二回、春秋に定期刊行されるようになった。こう

した最新情報を得て板元に伝えるのが「 改 」の役目で、若き日
あらため

の蔦重の活動も、鱗形屋版細見の改を勤めることから始まった。

吉原細見の刊行は寛永19年(1642)から明治・大正まで続いた。

その体裁が確立したのは蔦重が板元だった寛政年間である。蔦重は、鱗形屋細見が出なかった安永４

年(1775)秋に、それまでより薄手だが情報量は多いスタイルで廉価な細見を刊行し、後に細見出版を

独占することになった。巻末には蔦屋の蔵板目録（「耕書堂蔵板目録」）を掲載している。

〈志水文庫〉

２ 狂歌部領使
ことりづかい

刊 半紙本１冊（三巻合）

寛政３年（1791） 蔦屋重三郎刊

頭 光編の狂歌集。寛政３年(1791)序。序文中に「唐 衣 橘 洲
つむりのひかる からころもきっしゅう

大人、宿屋飯盛大人、鹿津部真顔大人、紀定丸大人よたりの判のう
やどやのめしもり しかつべのまがお きのさだまる

ちはを乞て」というので、実質的な編者はこの判者４名だろう。本

資料は所々に半丁分の欠丁あり、上・下巻と附録の３冊が元の形ら

しい。末丁は本の広告で「耕書堂蔵板目録 江戸通油町 蔦谷重三

郎」と記す。この本が出たのは蔦重が身上半減の刑を受けた頃にな

る。蔦重の狂歌は本書に５首入集している。

卯の花の雪の上ゆくくつて鳥二声三声ふみこんてなけ 蔦唐丸

定杭を秋の半にたつた姫之より左りあきの領分 蔦から丸

機も織花の錦の枝たれて水も汲ます棹鹿の妻 つたのから丸

春たつとこよみにあれは板行におしたることくかすむ山／＼ 蔦唐丸

わすられて又我ものとなるもうしひと度人にくれし命の 蔦唐丸 〈志水文庫〉

３ 金撰狂歌集
刊 半紙本１冊

寛政８年（1796） 蔦屋重三郎刊

銭屋金埒（黒羽二亭）撰、蕙斎政美（北尾政美）画の絵入狂歌本。
ぜにやきんらち けいさいまさよし

序（酒月米人）によると、寛政８年６月に暑さしのぎに秋の題で詠
さかずきのこめんど

んだ歌80首、「秋部」のみで「初秋」から「晩秋」まで秋のみの題詠

を載せるという。政美は見開き３図（盆踊り図・海面の月に浜図・

鷹狩図）、 大和絵風の挿絵を寄せる。

選者は一般には馬場金埒で知られる。銭屋は家業の両替商にちなむ。早くから狂歌に親しみ、天明

狂歌の主要メンバーとして活躍、宿屋飯盛、鹿津部真顔、頭 光と狂歌四天王と称された。
やどやのめしもり しかつべのまがお つむりのひかる

画工の蕙斎政美は北尾重政門下の北尾政美（展示16・17参照）。
けいさいまさよし

蔦重（刊行時46歳）は本書にも１首入集している。

１ 吉原細見

２ 狂歌部領使

３ 金撰狂歌集
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したかたをうつの山辺の名にめててちりから錦つた／＼紅葉 蔦唐丸 〈志水文庫〉

４ 友なし猿
刊 半紙本１冊

寛政９年（1797） 蔦屋重三郎刊

五世市川團十郎（1741～1806、明和７年(1770)に五世を襲名）

の、狂歌・誹諧・随筆集。俳名、梅童・男女川・三升・白猿・反

古庵。狂名は花道つらね。自序、跋は六樹園（石川雅望）。内容

は、巻頭に自画２図と「白猿狂歌集」「白猿発句集」「白猿ひとり

ごと」の三部構成で、それぞれ狂歌92首、発句91句、随筆16編を

収める。

作者白猿は狂歌を通して蔦重とも交遊があったらしく、『金撰狂歌集』（展示３）等にも名が見える。

当時すでに子の四世海老蔵に團十郎の名跡を譲って自らは鰕蔵、俳号の白猿を名乗っていた。本書は、
えびぞう

刊行の前年暮れに引退して劇界の重責から解放された白猿が、自作をまとめたもの。作品は引退以前

のものも含むが、引退後の自由な日々を楽しむ様子のものが中心となっている。

〈志水文庫〉

５ 寝惚先生文集
ね ぼ け

刊 小本二巻１冊

明和４年（1767）

(江戸）切抜屋小文次、(京）嘉隆屋才七、(大坂）初編屋文十郎刊

大田南畝の初の狂詩集。南畝19歳の時、自作の狂詩20首ほどを

平秩東作に示したのを書肆の申叔堂が見て出版の運びとなったとい
へ ず つとうさく

う。風来山人（平賀源内）序、物茂らい（南畝）跋。本書は予想外
もの も

に大きな反響を呼び、南畝の名も滑稽の達人として広く知られることになる。

本書の特色は、当時流行していた古文辞格調派の漢詩文集のパロディになっている点で、詩文の題

材は江戸の風物と生活の諸相である。基調を成すのは明和期の江戸風俗を積極的に楽しもうとする心

情だが、その一方で、貧窮を侘び、処世の困難を詠嘆する若き知識人の不安といった要素も指摘され

ている。本書は以後の狂詩文流行の先駆けとなった作品ゆえに、伝本も多く、異版や後印本の類も多

い。本資料も初版で見られた見返し題を欠く。 〈志水文庫〉

６ 通詩選笑知
つうしせんしょうち

刊 中本 二巻１冊

天明３年（1767） 蔦屋重三郎

大田南畝の２作目の狂詩集。本書に続き、翌年正月に『通詩選』（展

示７）、天明７年正月に『通詩選諺解』（展示８）のいわゆる通詩選

三部作を刊行した。題名は明和元年（1764)刊の唐詩選注釈書『唐詩

選掌故』のもじりでる。本書は、天明２年11月9日南畝の長男定吉の

３歳の髪置の祝儀の際に、南畝邸に集まった滑稽文学の仲間達が酒

席の勢いで作り挙げたものという。

内容は『唐詩選』五言絶句部のパロディ（冒頭「御見節句」は五言絶句）で、表紙の見返しや巻頭

の「通詩選序」「戯言」も版本『唐詩選』のパロディになっている。最初の無馳走の「題変士別遊」は

賀知章の「題袁氏別業」のパロディで、以下72首はいずれも作者と題と詩が原作のパロディであり（原

４ 友なし猿

５ 寝惚先生文集

６ 通詩選笑知
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詩と韻も同じ）、それぞれに頭注を付した形も『掌故』の形式を模す。パロディは遊里や色情にこじつ

けたものが多い。 〈志水文庫〉

７ 通詩選
つう し せん

刊 中本１冊

天明３年（1767） 蔦屋重三郎刊

四方山人（大田南畝）撰の狂詩集。紀定丸校。盛男里繁昌序、
せいなんのりはんじょう

腹唐秋人（南畝門下の中井薫堂）跋。校訂者の紀定丸は南畝の甥
はらからのあきんど とうどう

（本名 吉見義方）。通詩選三部作の第２作で、李于鱗編『唐詩選』

の七言古詩のパロディ。大橋の「東方客」（原詩は王勃の「謄王閣」）
おうぼつ

から平原芝の「夜鷹鼻歌贈折助様」（原詩は丁仙芝の「余杭酔歌贈

呉山人」）まで18首をおさめる。作者名と題名のみならず、詩も逐語的パロディとなっている。

本資料は、表紙見返しに「北郭全盛名代（不許乗物／遊里一興）／李不盡通詩選／東都鶏 日本房

趣行」。刊記は「天明三年癸卯正月日／江戸書肆／耕書堂 蔦屋重三郎梓」とするが、前年刊行の『通

詩選笑知』のものらしい。 〈志水文庫〉

８ 狂詩諺解
げんかい

刊 中本１冊

天明７年（1771） 蔦屋重三郎

四方山人（大田南畝）撰。「通詩選三部作」の３作目。『唐詩選』

七言絶句のパロディ。『通詩選諺解』とも。表紙見返に「四方山人

著／通詩選諺解／書肆 耕書堂梓」。

唐詩選七言絶句の諺解書（俗語や口語などを用いた分かりやす

い解説書）をもじった狂詩集。原詩にかたちや音を似せて作った

詩には、訓点・総ふりがな入り。漢字かな交じりの戯注釈を、諸書をあげつつ、分かち書きで付す。

書名は『風土記』『和名抄』などから『菅原伝授手習鑑』『吉原細見五葉松』、さらには「顔見世看板

口上」や「双六」「童謡」まで様々で、狂歌集や黄表紙もあげられている。 〈志水文庫〉

９ 四方のあか
よ も

刊 半紙本 二巻２冊

(江戸）蔦屋重三郎

四方赤良（大田南畝）の最初の刊行狂文集。現存諸本にはいずれ
よ も の あ か ら

も刊記はないが、天明７年12月23日付で版行許可は得ている（割印

帳）ので、同年末か翌年正月刊行らしい。ただし、割印帳には「四

方のあか 全二冊 飯盛著 板元西村源六」とある。巻頭に宿屋飯

盛（石川雅望）の序を載せ、巻末も飯盛名の狂歌で終るなど、飯盛作に仕立てた形跡が見られる。蔦

屋の刊記をもつ本やその蔵版目録までも載る本があることから、板元

も実際は蔦屋であったことがわかる。これは、刊行時期が寛政の改革

直前であり、当局の意向を憚って作者が町人の飯盛とまぎれるよう細

工をしたのではないかとされている。

内容は、上巻が天明２年までの32章、下巻が以後天明７年までの33

章で、個人の狂文集としては初の刊行である。平賀源内や横井也有の

影響が指摘されるが、さらに漢文調の歯切れの良さが文体の特徴とさ

れている。 〈志水文庫〉

７ 通詩選

８ 狂詩諺解

９ 四方のあか

９ 四方のあか（刊記）
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10 どうれ百人一首
刊 中本１冊

天保６年（1835） 蔦屋重三郎（二代目）・和泉屋藤吉刊

鹿都部真顔編、北尾政演（後の山東京伝）画。寛政５年（17
しかつべのまがお き た おまさのぶ

93）に蔦屋重三郎が刊行した、絵入り狂歌集の再版。百人一首

は、江戸時代には基本的な教養として広く普及していた。本書

は、歌人の肖像入り百人一首のパロディである『道化百人一首』

の体裁をさらに模した、歳旦（新年）の狂歌集。書名の「どう

れ」とは、年始の挨拶「ものもう（ごめんください）」に対す

る「どうれ（どうぞお入りください）」から来たもの。蔦重も「蔦唐丸」の名で自詠を載せる。

編者の鹿都部真顔は狂歌作者で、戯作者としても恋川好町の筆名を持つ。もとは元木網門で天明４
もとのもくあみ

年頃に四方赤良門に入った（後に四方姓を譲られて四方歌垣・四方真顔とも）。狂歌の点料で生計を立

てた最初の人とされる。天明７年頃には、金埒・頭 光・飯盛と合わせ狂歌四天王と称されるまでに
きんらち つむりのひかる いいもり

なった。

北尾政演は、後の山東京伝。15歳頃から北尾重政門に入り画工としてスタートするが、安永９年『米
さんとうきょうでん

饅頭始』で京伝戯作・政演画作として作者としても世に出た。以後、自画作の黄表紙を執筆する一方

で狂歌にも親しみ、宿屋飯盛編の狂歌絵本にも腕をふるった。寛政３年（1791)に筆禍で手鎖刑を受け

る（詳細別掲）までは、恋川春町や朋誠堂喜三二とともに黄表紙界をリードする存在として活躍した。
こいかわはるまち ほうせいどうきさんじ

以後はやや作風は変わったが、黄表紙のほかにも合巻・洒落本・読本など種々のジャンルで活躍した。

〈志水文庫〉

11 画本東都遊
え ほ ん あずまあそび

刊 大本 三巻３冊

享和２年（1835）、（京）河内屋藤四郎、

（江戸）須原屋茂兵衛他３軒、（大坂）河内屋茂□□

葛飾北斎画の江戸名所絵本。極彩色摺。本書のもとになったの

は、北斎の本格的な絵本のさきがけとして、寛政11年（1799）春

に蔦屋から刊行された墨摺の絵入り狂歌本『東 遊』。内容は、狂
あずまあそび

歌師の浅草菴市人が選んだ狂歌471首と名所29図だった。本書は、その絵丁だけを集めて、順番を改め
あさくさあんいちんど

彩色を施し、江戸名所絵本として再生させたもの。浅草菴市人の序は、年記部分を享和２年正月に改

変しただけで他は『東遊』と同じ。そのため、江戸の名所を「なにかしか絵にうつさせ、例の友とち

のされことを物して」云々部分は、「なにかし」（北斎）に写させたとす

るのはよいが、仲間の「されこと」（狂歌）を集めた点など内容に対応

しなくなっている。

絵は、芝神明春景、日本橋、佃白魚網の千石船、新吉原仲の町の花見

（右上掲出）など景観図が大半を占める。人の表情が判別できない細密

な線描が特徴で、後続の名所絵に与えた影響は大きいとされている。

景観図のほかには有名な店舗を描いた半丁の図がいくつかあり、左に

掲出した「絵草紙店」図もその一つ。これは蔦屋の店先を描いたもの。

店名は記してないものの、暖簾には「耕書堂」の文字と富士山と蔦の葉

の家紋があり、店先の行灯には、「通油町／紅絵問屋／蔦屋重三郎」の

文字が見える。（こうした箱看板は幕府御用達の証であった。）紅絵とは

多色摺浮世絵版画、つまり錦絵である。 〈江崎家旧蔵資料〉

10 どうれ百人一首

11 画本東都遊（新吉原）

11 画本東都遊（蔦屋）
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12 〔北尾重政画 七福神図〕

刊 柱絵 一枚摺

宝船に乗った七福神図の柱絵。柱絵のサイズは浮世絵版画の判型の一つで、縦２尺３

寸（約69㎝）、横４寸（約12㎝）の丈長奉書を横四つに切った大きさ。柱絵は、柱隠し

の絵、柱掛けともいわれ、掛物に仕立てて柱に掛けたりして楽しまれた。

宝船に七福神を取り合わせる画題は、多くの絵師が手がけている。江戸時代には、吉

運を招く夢を見るために宝船の絵を枕の下に敷いて寝る風習が広まっていたからであ

る。空には鶴が飛び、海には亀が泳ぐ。そしてめでたい回文歌（上から読んでも下から

読んでも同じ）「なかきよのとをのねふりのみなめさめなみのりふねのをとのよきかな」

が入るのがお決まりのパターンだった。

本図は、定番の図柄に加え背景に富士山を配しており、七福神の恵比寿が持つ大福帳

には「長久屋孫太」の文字が見える。大福帳は商家で日々の売買勘定を記した元帳なの

で、分厚い大福帳は商売繁盛、そして長寿と子孫繁栄を感じさせる。

絵師の北尾重政（1739～1820、号は紅翠斎、花藍）は、蔦重との係わりが深い人物で
こうすいさい か ら ん

ある。蔦重が出版に乗り出した時期にはすでに人気絵師だったが、蔦重の最初の出版物

『一目千本』の絵を描いている。以来、黄表紙、狂歌絵本、錦絵など蔦重と多くの仕事

をした。安永・天明期（1772～1789）に最盛期を迎えた重政は、半世紀以上にわたって

絵師として活躍したが、仕事の中心は版本で、作品は絵本や挿絵の数が圧倒的に多いの

が特徴。指導力もすぐれており、北尾派として政演（山東京伝）、政美（鍬形蕙斎）、窪俊満
まさのぶ まさよし くわがたけいさい くぼしゅんまん

らの偉材を育てた。 〈志水文庫〉

13 〔戯楽大全 栄花小謡千年緑〕
刊 半紙本 １冊

明和２年(1765)９月 （江戸）須原屋茂兵衛 刊

観世流の小謡本。本文は、延享３年刊の敦賀屋吉文字屋本（『小謡千秋楽

百番』）またはその原本の正徳２年刊糸屋本（『当流百番／大観小謡童子宝鑑』）

を覆刻したもの。頭書には手が加えられており、いろは歌尽しを七ツ伊呂波

・名頭字尽しに変更し、また篇 冠 尽しを改刻している。さらに目先を変え
へんかんむり

るかのように、目録の後、第１丁に北尾重政写の能「難波」図を加えている。

重政は当時二十代で、初期の仕事の一つである。これは、本書を刊行した

須原屋茂兵衛が、重政生家の書肆須原屋三郎兵衛（小伝馬町１丁目）の本家

であることも係わっているか。 〈伊藤正義文庫〉

14 〔絵本あまの川〕
刊 半紙本 三巻３冊

寛政３年(1772)刊

宿屋飯盛（石川雅望）編の狂歌絵本。北尾重政画。序は寛
やどやのめしもり

政２年(1771)の七夕（「庚戌七月七日」）で翌年刊行。本資料

は上中下三巻の３冊構成で、絵だけを上・中の２冊にして狂

歌は下巻に纏めているが、本来は二巻２冊か（上巻末尾の織

女と中巻冒頭の牽牛の図は対となる）。上・中巻は見開き９

図と半丁のものが３図。冒頭に天の川を挟んで立つ牽牛・織

1 2 七福神図

13 戯楽大全栄花小謡千年緑

14 絵本あまの川（冒頭部分）
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女の姿があり、以下は宮中での七夕行事や庶民の七夕の様子などが描かれている。下巻の狂歌もすべ

て七夕にちなむ。

なお、本書には寛政９年(1778)正月の大坂の和泉屋源七の刊記をもつものもあり、「萬基堂蔵板絵本

目録」全10冊を併載する。ここには本書『絵本天の川 全二冊』とあり、そのほかに蔦重刊行の絵本

の書名ばかりが並んでいる。 〈志水文庫〉

15 狂歌百千鳥
刊 半紙本 画帖装 １冊

芍薬亭長根編の狂歌絵本。（北尾重政画。）遊女など当世美人
しゃくやくていな が ね

画の狂歌絵本。総ての見開きが絵で、１面に２～３人の美人画

に、２首～数首の点取り狂歌を配す。絵は極彩色刷りで、背景

は描かれない。掲載された狂歌は江戸のみならず地方在住者の

作も多く、狂歌の流行ぶりと書籍流通の広がりがうかがわれる。

狂歌師の芍薬亭長根は、本阿弥光悦七世の子孫で代々鑑定を

業とした。天明の初期に朋誠堂喜三二（手柄岡持）の門で戯作

を学び、二世喜三二と称したがふるわず、もっぱら狂歌で活躍をした。特に天明狂歌の諸大家（天明

四天王）の没後、文政調の一派を立て江戸狂歌壇の中心となった。 〈志水文庫〉

16 去程扨其後
さるほどにさてもそののち

刊 中本 １冊

和泉屋市兵衛刊

黄表紙「新版 喜三二夢物語」上巻のみ。唐来参和作、北尾政
とうらいさんな

美画。本資料は紙の上下が切られて余白が少なくなっている。

書名は時代物の浄瑠璃の冒頭の文句をそのまま使う。初丁表

の序文は、通常とは趣が異なる脚本の体である。外題に「喜三
げ だ い

二夢物語」（表紙写真参照）とあるように、朋誠堂喜三二の『気散次夢物語』
き さ ん じ

のスタイルを踏襲しており、一場面ごとに新しい人物が登場して事件が起こ

るさまが面白可笑しく語られる。

最後の場面は、作者三和が机にうつ伏せで眠っており、その夢の中では喜

三二が横になって夢を見ている様子が描かれる。「かくて時過ぎけ□、されば

十五張の草子の趣向も、まことは夢の中なれば、皆消え消えと失せ果てゝ、

さんだんの枕の上に、夢また夢は覚めににけり」。なお、作中に使われた元の

話は、すべて喜三二とは別の場面が選ばれている。

作者の唐来参和（？～1810）は戯作者で、狂名は質 草少 々（赤良門）。
とうらいさ ん な しちくさのしょうしょう

通称を和泉屋源蔵。出自は武士だが天明（1781～89）初年に町人となり、江戸本所松井町の娼家和泉

屋の入婿となった。初作は天明３年(1783)刊の洒落本『三教色』（歌麿画）で、以後は奇抜な趣向と
さんきょうしき

滑稽の才を駆使して主に黄表紙を書いた。寛政元年(1789）に松平定信の改革政治を揶揄した黄表紙
や ゆ

『天下一面鏡 梅 鉢』で絶版処分を受ける。２年間絶筆の後に再び筆を執り、寛政10年頃まで活動を
てんかいちめんかがみのうめばち

続けた。

絵師の北尾政美は、北尾重政（展示12～15参照）門下の絵師。天明元年から「政美」の号で寛政８
年(1796)まで黄表紙挿絵その他、絵本類・地誌・随筆などの挿絵で活躍する。天明後半からは錦絵も

制作する。美人画もあるがむしろ武者絵が多い。寛政６年(1794)５月に美作の津山侯のお抱え絵師と

なり、後年は主命で狩野派を学ぶ。この頃から戯作の挿絵は描かなくなった。 〈志水文庫〉

15 狂歌百千鳥

16 去程扨其後

16 去程扨其後（表紙）
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17 八幡太郎一代記

刊 半紙本 五巻５冊

仙鶴堂 鶴屋喜右衞門刊

奥付「庸畫 紅翠齊門人 北尾惠齋政美／彫工 山口彌七郎

／江戸通油町 仙鶴堂鶴屋喜右衞門」柱題は「奥州軍記」。八

幡太郎（源義家）の一代記。

月池隠士万象亭（森羅万象一世）の序に「此前九年の粉本ハ
しんらばんしょう せんくねん ゑ ほ ん

画工政美が神に逼るの丹青」とあり、本作の舞台が前九年であ
しん せま たんせい

ると説明し、政美の画が真に迫っていると賞揚する。 本文の

画面構成は絵が主体の黄表紙風。物語は朱雀院期の長暦元年、相模守源頼義が結婚して岩清水八幡宮

に詣でる場面から始まり、五巻末、康平六年二月に源頼義、義家、義綱、清原武則が帝に謁見し、頼

義は従五位下・出羽守を 仰せ付けられ、それぞれに勲功を受ける場面で幕を閉じる。武人の姿を描く

のを得意としていた政美の腕の見せ所だろう。後に十巻１冊の後印本（「奥州軍記」「八幡太郎一代記

絵尽」）が鶴屋と丁子屋との相板で出版されている。 〈江崎家旧蔵資料〉

18 〔複製〕風俗美人時計巳ノ刻 囲
刊 一枚摺

和泉屋市兵衛（泉市）刊

喜多川歌麿の連作美人画「風俗美人時計」複製（縮小）のうちの１枚。

本資料は寸法が縦29㎝×横22㎝。元判は大判錦絵（縦約38.6㎝×横約24.

5㎝）。

この揃物は、女性の行状を時間で描き分けた先行の「娘日時計」（日

時計ゆえ夏の昼間なのか、辰巳午未申の５枚のみが知られる）に続くシ

リーズで、時をタイトルに入れて、さまざまな仕事の女性の風俗を描く。

本資料は巳ノ刻・囲。「巳ノ刻」は午前10時頃。囲い者の女性の朝の身
かこい

支度を始める様子か。ほかは子ノ刻から順に、子・妾、丑・辰巳、寅・

契情、卯・下女、辰・孀、午・神子、未・娘、申・茶屋、戌・女房、
けいせい やもめ み こ

亥・芸者。酉ノ刻のみ不明で全11枚が知られている。一日を12に分け、

赤ん坊を抱く下女から、妾と囲い者、深川芸者（辰巳）と柳橋芸者なども描き分けている。女性の一

日の行状を描くという発想から、この後、吉原の遊女の一日を描いた人気作品「青楼十二時」が生ま

れた。

歌麿は寛政期には江戸の美人画絵師として多くの美人画を手がけている。とりわけ、いわゆる大首

絵と称する美人半身像スタイルを開拓し、名妓や茶屋女などの姿を描いて流行随一の絵師となった。

一般女性を描く風俗画は、日々の暮らしの様子がうかがえるような作品が特徴的である。

〈志水文庫〉

書肆 和泉屋市兵衛について

和泉屋市兵衛（甘泉堂）は、芝神明前三島町の書肆で、貞享３年(1686)から名の見える老舗。地

域的に書肆は日本橋界隈が一流どころであり、芝神明前の諸版元は格下の扱いだった。当初は仏教

・学術関連の書籍を扱う書物問屋だったが、四代目和泉屋市兵衛の寛政年間（1789～1801）から、

娯楽作品、絵本や黄表紙、浮世絵版画を出版する地本問屋へと転じる。（蔦重とは逆をいったことに

なる。）四代目泉市は、絵本や黄表紙、浮世絵版画を企画・制作し、地域出身の作家や絵師をプロデ

ュースして大成功した。特に、初代歌川豊国を見出したことで知られている。

17 八幡太郎一代記

18〔複製〕風俗美人時計巳ノ刻 囲
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初代歌川豊国は明和６年(1769)、芝神明前生まれ。歌川派の祖 歌川豊春（彼は江戸で初めてこの

地に住んだ）に師事にして、天明６年（1786）に黄表紙『無 束話 親 玉』の挿画でデビューする。
つがもないはなしのおやだま

無名だった彼は、25歳の時に和泉屋市兵衛を訪ねて出版を依頼する。絵を見た四代目は快諾し、寛

政６年（1794)にシリーズものの錦絵「役者舞台之姿絵」を出版、大ヒットした。初代豊国の役者絵

は、全身像で、役者の顔から身振りの特徴までを捉えて美しく描いており、芝居ファンを魅了した。

同じ年、蔦重のもとからは東洲斎写楽が、役者の特徴を誇張したインパクトのある「役者大首絵」

でデビューする。ともに役者を描いたので二人は比べられたが、売り上げでは初代豊国が圧勝した。

その後も、初代豊国と四代目泉市はタッグを組み、絵本、洒落本、狂歌本の挿絵、美人画を次々

と出版。すべてが大ヒットとなり、初代豊国は、人気浮世絵師として不動の地位を確立することと

なった。

19 浄瑠璃稽古道戯記行
じ ょ う る り げ い こ ど うけのみちゆき

一枚摺 1枚

浄瑠璃稽古の道程を、名所図風に描いた図に戯文を添え

る。書き込まれている地名もすべて浄瑠璃に関わる語を使

った戯文。中央上部に「豊後の国浄瑠璃姫の社」を配置し、

「笛ふき峠」「しかた林」「謡ひの関」「とよ竹」「つるざは」

「つゞみが滝」「うは木」「札

かけの松」「名取川」「太鼓

ばし」「かんごゐ」。そして手前に並ぶ「常磐の津」「清元の森」「富本

櫻」がそれぞれ常磐津節・清元節・富本節のもじり。富本節は今は絶

えてしまったが、江戸期には常磐津・清元と並べられていたことが分

かる。

蔦重が正本・稽古本の出版独占契約を結んだ二代目富本豊前太夫は、

美声と卓越した表現力で人気を博していた。その芸術性も評価は高く、

茶人としても名高い松江藩十代藩主松平治郷からは俳句と桜草の紋所
はるさと

（家紋）を拝領している。「富本の桜」なる所以である。

〈志水文庫〉

20 職人尽狂歌合
刊 半紙本 一巻２冊

蔦屋重三郎 文化５年(1808)刊

六樹園飯盛（石川雅望）判詞、文亭一通編（跋）、魚屋
と と や

北渓・江南司馬伋（司馬江南）画。二代目蔦屋刊。
きゅう

在来の職人歌合の体裁に倣い、文化４年(1807)５月

に狂文亭で催された狂歌合に、宿屋飯盛の判詞をつ

けたかたちで編纂した狂歌本。花・郭公・月・雪・

恋の題を、職人尽歌合の形式をとって左右が詠み合い、飯盛が種々の判詞を与えている。職種は重複

を除き107種。各題の作詠を記すはじめの丁ごとに、北渓と司馬伋とが交互に、職人歌合風の気分の漂

う挿絵５図（１図中に一対の組み合わせ）を付す。北渓（上掲右図（角力／陰陽師）を含め３図）は北

斎流筆致の当世風の人物、司馬伋（上掲左図（傘貼り／仏師）を含め２図）はやや『七十一番職人歌合』

の挿絵風の風俗画様で描いている。 〈志水文庫〉
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21 かはころもの紀行
刊 大本 二巻２冊

（尾）永楽屋藤四郎、（江）蔦屋重三郎、（大）河内屋太助

文化５年(1808)刊

上方狂歌紀行。鉄格子波丸著、中井藍江・丹羽桃渓画。跋文の
てつごうしなみまる に わ とうけい

後に、「かはころものき 後編二冊嗣出」と予告があるが未刊か。

文化なにがしの年（元年～3年の意か）の正月に大坂を発ち、

京経由で東海道を江戸に下る紀行文。本書は後編未刊のため、江

戸には至らず「かん原」で終わっている。親しい翁と商用を兼ね

た旅なので行く先々で名所旧蹟を訪ねようとしたが、充分果たせなかったという。諸所で多くの狂歌

を詠んでおり、帰坂後に名所図会類などを参照しながら紀行文を綴ったらしいことがうかがわれる。

書肆は尾張の永楽屋、大阪の河内屋と二代目蔦屋。河内屋が主導であろうが、上方の本の出版に係

わった事例として重要。晩年の蔦重の思いがかたちをなしたとも言えるだろう。 〈志水文庫〉

22 椿説弓張月
ちんせつゆみはりづき

刊 半紙本 二十八巻30冊

文化４年(1807)？～文化８年（1811）

（江）平林庄五郎（後編巻一～六は平林庄五郎・西村源六）刊

曲亭馬琴作、葛飾北斎画の読本。二十八巻29冊。前編は文化４年

(1807)、後編・続編は翌年、拾遺は文化７年(1810)、残編は同８年

(1811）年刊。本資料は、全編刊行後に字句・挿絵等を一部改変し

て出された30冊本。

書名の「椿説」はすなわち珍説。正史で不遇であった源為朝を活
、、 ためとも

躍させ、史実の間隙をぬってその不備を補う意を示す。馬琴最初の

本格的な史伝小説で、中国清代の白話小説『五虎平西前伝』に史実
は く わ ご こ へいせいぜんでん

と虚構をないまぜにする手法を学び、不遇の英雄を歴史の成功者に

仕立てて、大衆の判官びいきの心情に訴えた。雄大な建築的構想と

絢爛たる文章とが相まって『南総里見八犬伝』と並ぶ傑作とされる。

〈志水文庫〉

馬琴と北斎 ―蔦重の見出した者たち―

葛飾北斎は、役者絵の大家であった勝川春 章の弟子であり、勝川春朗を名乗っていた頃から
しゅんしょう

蔦屋耕書堂にも出入りをしていた。蔦重は彼に絵師の仕事も依頼している。しかし、北斎はその

後に勝川一門から離脱したこともあり、再びともに仕事をする機会はなかった

一方、曲亭馬琴は、武家に生まれながら青年の頃から作家になることを夢見て、山東京伝に弟

子入りを志願する。それは断られたものの、蔦重を紹介され、見習いとして蔦屋耕書堂で働くこ

とになった。真面目で武家出身のプライドもあった、堅物の馬琴は、なかなか商人の生活にはな

じめなかったらしく、苦労しながら執筆を続けていた。

そんな二人は蔦屋で出会い、ともに仕事をするようになる。最初の仕事は、黄表紙『花 春
はなのはる

虱 道 行』（寛政４年(1792)刊）だった。この頃、馬琴から聞かされた話が「北斎」の名の由来と
しらみのみちゆき

21 かはころもの紀行

22 椿説弓張月（巻之一第１回冒頭）

22 （巻一、19丁裏・20丁表）
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なる。やがて蔦重亡き後の文化４年（1807)、馬琴が北斎にあらためて挿画を依頼したのが長編の

『椿説弓張月』である。この作品は、源為朝が琉球にわたって国を作るという冒険物語で、江戸

時代には後の有名作品『南総里見八犬伝』よりも広く親しまれていたと言われている。

北斎は馬琴の家に住み込み、一時は作家と絵師として二人三脚の仕事をしていた。だが、挿画

にたえず自己流解釈を加える北斎と馬琴はしばしば意見が対立、『占夢南柯後記』（文化9年(1812)）

で決裂し、以後は互いに独自の道を歩むことになる。

ともあれ、この『椿説弓張月』をきっかけに北斎は有名な絵師となり、馬琴は著名作家に成長

していく。これもまた蔦重の仕込みが花開いたというところか。

〔主な参考文献〕

○蔦屋重三郎関係

鈴木俊幸『蔦屋重三郎』（近世文学研究叢書９）若草書房、1998年

鈴木俊幸『新版 蔦屋重三郎』平凡社ライブラリー、2012年

鈴木俊幸『蔦屋重三郎』平凡社新書、2024年

鈴木俊幸監修『蔦屋重三郎：時代を変えた江戸の本屋』（別冊太陽319）平凡社、2024年

田中優子『蔦屋重三郎 江戸を編集した男』文春新書、2024年

増田晶文『蔦屋重三郎：江戸の反骨メディア王』新潮選書、2024年

松木寛『蔦屋重三郎：江戸芸術の演出者』講談社学術文庫、2002年（※初版1988年日本経済新聞社刊）

佐藤至子『蔦屋重三郎の時代：狂歌・戯作・浮世絵の12人』角川ソフィア文庫、2024年

○大田南畝関係

中野三敏ほか校注『寝惚先生文集・狂歌才蔵集・四方のあか』（新日本古典文学大系84）岩波書店、1993年

浜田義一郎『大田南畝』（人物叢書102、日本歴史学会編）吉川弘文館、1963年

濱田義一郎ほか編『大田南畝全集』全20巻・別巻、岩波書店、1985～2000年

小林ふみ子『大田南畝 ―江戸に狂歌の花咲かす―』角川ソフィア文庫、2024年（※初版2014年岩波書店刊）

○狂歌

杉本長重ほか校注『川柳 狂歌集』（日本古典文学大系57）岩波書店、1958年

吉田幸一・倉島須美子編『狂歌百鬼夜狂』古典文庫662、2002年

岩崎佳枝ほか校注『七十一番職人歌合・新撰狂歌集・古今夷曲集』（新日本古典文学大系61）岩波書店、1993年

菅竹浦編纂『狂歌書目集成』臨川書店、1977年

○戯作

小池正胤ほか編『江戸の戯 作絵本（一）～（四）、続刊一・二』現代教養文庫,1980～1985年
パロディ－

棚橋正博ほか注解『黄表紙 川柳 狂歌』（新編日本古典文学全集79）、小学館、1999年

森銑三『黄表紙解題』中央公論社、1972年

水野稔編『黄表紙集 一』 古典文庫264、1969年

○浮世絵

車浮代『Art of 蔦重 : 蔦屋重三郎仕事の軌跡』（笠間書院、2025年）
田辺昌子『もっと知りたい蔦屋重三郎:錦絵黄金期の立役者』（アート・ビギナーズ・コレクション）東京美術、
2024年

『日本古典文学大辞典』
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（※パネルのセクションタイトルデザイン担当）
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（史学科作成パネル 各セクションタイトルデザイン：稗田 芽依）

【主な参考文献等（パネル中に記載のものは除く）】

〔歴史関係〕

・岩橋勝「近世三貨制度の成立と崩壊 ―銀目空位化への道―」（『松山大学論集』1999年、11巻4号 pp.171-204）
・笹山晴生ほか著『詳説日本史 日本史 B 改訂版』（山川出版社、2017年）

・佐藤信ほか著『詳説日本史 日本史探求 改訂版』（山川出版社、2023年）

・東建コーポレーション株式会社・一般財団法人「刀剣ワールド財団」・株式会社東通エィジェンシー共同制作、

「浮世絵を学ぶ／浮世絵と錦絵の違い」、刀剣ワールド浮世絵、

https://www.touken-world-ukiyoe.jp/learn/ukiyoe-nishikie-chigai/ (参照2025年8月5日)
・同上「日本史／合戦歴史年表／天明の大飢饉」、刀剣ワールド、https://www.touken-world.jp/tips/11110/
（参照2025年9月1日）

・ＮＨＫ総合テレビジョン（2025年9月14日放映）、「鸚鵡返文武二道」、『べらぼうな笑い 〜黄表紙・江戸の奇想
おうむがえしぶんぶのふたみち

天外物語!』、[テレビ]、東京
・ＮＨＫ総合テレビジョン（2025年9月7日放映）、「文武二道万 石 通」、『べらぼうな笑い 〜黄表紙・江戸の奇想

ぶんぶにどうまんごくとうし

天外物語!』、[テレビ]、東京
・国立国会図書館ＮＤＬギャラリー展示「時代の風雲児 蔦谷重三郎」、ＮＤＬギャラリー（デジタルコンテンツ）、

https://ndlsearch.ndl.go.jp/gallery/gallery_exhibitions/202502(参照2025年9月10日)
・同上「オランダを通して世界をのぞく 知識を世界に求めて―明治維新前後の翻訳事情―」、同上、

https://ndlsearch.ndl.go.jp/gallery/exhibit2022/111(参照2025年9月10日)

〔狂歌関係〕

・小林ふみ子「大田南畝晩年の狂歌」（『日本文学誌要』2012年、86巻、法政大学国文学会）

・菅 竹浦『近世狂歌史』（日新書院、1940年）
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・鈴木俊幸『蔦屋重三郎』（平凡社新書、2024年）

・鈴木俊幸監修『別冊太陽 日本のこころ319 蔦屋重三郎―時代を変えた江戸の本屋―』（平凡社、2024年）

・棚橋正博ほか編『日本古典文学全集79 黄表紙・川柳・狂歌』（小学館、1999年）

・矢野寛一・長友千代治『日本文学説林』（和泉書院、1986年）

・『日本古典文学大辞典』（岩波書店）

・東建コーポレーション株式会社・一般財団法人「刀剣ワールド財団」・株式会社東通エィジェンシー共同制作、

「浮世絵を学ぶ／浮世絵と錦絵の違い」、刀剣ワールド浮世絵、

https://www.touken-world-ukiyoe.jp/learn/ukiyoe-nishikie-chigai/ (参照2025年8月5日)
・名古屋刀剣博物館／名古屋刀剣ワールド、「2025年 大河ドラマ べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」第12章「「蔦屋

重三郎」の出版基礎知識」より

「狂歌本・狂歌とは」https://www.meihaku.jp/berabou/kyokabon/（参照2025年9月12日）
「蔦屋重三郎と大田南畝の作品」https://www.meihaku.jp/berabou/tsutaju-otananpo/（参照2025年9月12日）

〔戯作関係〕

・内田啓一『江戸の出版事情』（青幻舎、2007年）

・小池正胤『「むだ」と「うがち」の江戸絵本: 黄表紙名作選』(笠間書院、2011年）
・鈴木俊幸『「蔦重版」の世界 江戸庶民は何に熱狂したか』(NHK出版、2025年)
・小池藤五郎『山東京伝』（吉川弘文館、1961年）

・佐藤至子『蔦屋重三郎の時代 狂歌・戯作・浮世絵の12人』（KADOKAWA、2024年）
・佐藤至子『江戸の出版統制 弾圧に翻弄された戯作者たち』（吉川弘文館、2017年）

・楊暁捷『戯れる江戸の文字絵 ―十返舎一九「文字の知画」 よみがえる大衆の笑い―』（マール社、2022年）

・棚橋正博『十返舎一九：笑いの戯作者』（新典社、1999年）

〔浮世絵関係〕

・小林忠（他）『浮世絵の歴史』（美術出版社、1998年）

・佐藤至子『蔦屋重三郎の時代 狂歌・戯作・浮世絵の12人』（角川文庫、2024年）

・小林忠『浮世絵師列伝』（平凡社、2005年）

・鈴木俊幸監修『別冊太陽 日本のこころ319 蔦屋重三郎―時代を変えた江戸の本屋―』（平凡社、2024年）

〔吉原関係〕

・鈴木俊幸『蔦屋重三郎 時代を変えた江戸の本屋』平凡社、2024年

・車浮代『Art of 蔦重 蔦屋重三郎 仕事の軌跡』笠間書院、2024年

・鈴木俊幸監修『別冊太陽 日本のこころ319 蔦屋重三郎―時代を変えた江戸の本屋―』（平凡社、2024年）

・鈴木俊幸『蔦屋重三郎 時代を変えた江戸の本屋』平凡社、2024年

・田辺昌子『もっと知りたい蔦屋重三郎 錦絵黄金期の立役者』東京美術、2024年

｢蔦重｣と仲間たち ～時代と文化のネットワーク～

展示図録

会場 神戸女子大学古典芸能研究センター展示室

期間 2025年9月30日（火）～12月19日（金）

編集 神戸女子大学古典芸能研究センター

（担当：大山範子）

〒650-0004 神戸市中央区中山手通２丁目２３－１

神戸女子大学教育センター２階

※本図録は古典芸能研究センターのホームページでPDF公開しています。

https://www.yg.kobe-wu.ac.jp/geinou/index.html


